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松山市興居島産新第三紀フローラについての新知見
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　　　　　　　　　　　　　　　Abstract
　　The　present　paper　describes　some　new　knowledges　about　fossil　plants　from　the　Neogene

Hon－ura　Formation　distributed　on　Gogoshima　island，Matsuyama　city　in　Shikoku．

　　Thewritercomparedthemicrofbssil（sporeandpollen）recordsstudiedbyM。TAKAHAsHI

（1972）with　the　megafbssil（leaf）record　based　on　the　study　by　NAGAI（1963）and　the　writer’s

new　collections，from　the　same　horizon，and　fbllowing　results　were　obtained．

　　1）　Though　coni蹴ous　microfbssils　such　as五伽∫and、P乞σ6αwere　contained　in　high

貸equency，no　megafbssil　of　coni飴r　was　fbund。

　　2）Megafbssil　and　microfbssil　records　from　the　broad－1ea嗣trees　are　similar　in　com．

position．

　ご　ごしま
　興居島は松山市に属しているが，第1図に示した通り

四国の本島からは約1km離れた，周囲約24kmの小島

をなし市の北西部に位置している．この興居島の地質に

ついては愛媛大学の永井浩三（1950，1963）によって研

究され，島の南東端黒崎付近には新第三系と考えられて

いる堆積岩の分布が認められている．そのうち，興居島
　ほんうら
層群本浦層の頁岩中から第1表に示す植物化石の産出が

報告されている。

第1表　本浦層産植物化石表　　　（永井，1963にょる）

．肋％5郷hαMATSUM。

　β6伽」αn。sp．（cfr．ηzα短ηzoωゴ6z∫αη¢）

　C卿珈5C丘。ゴ‘ψon初BLUME

　＠676螂gJ側oαTHUNB，

　G6」あ5cfヤ．6h乞η6η5乞5PERS．

　Z8」んo∂α56縦αMAKINO．

　イ4667sp、（c£r，no746η5ゆ07読P　c£r．po砂η20ψhαP）

　κα」卿η砿c£r。廟η⑳あ％5MIG，

興ゴ

慰

由

良

3る．

　“
團。椥

o島知

o
松

騰鷺一．．1

ホ、 β組物化后地

o 2k頃

　これらの植物化石は故遠藤誠道の鑑定によるもので，

遠藤は本浦層の地質時代を中新世最後期とした．また，

棚井（1961）も同フローラは中新世後期の三徳型フロー

ラに属する可能性があることを指摘している．

　一方，日本における同時代のフローラからは，北海道

＊燃料部

第1図　植物化石産地位置図

の社名淵フローラ（TANAI　and　SuzuKI，1965L岩手県の

御所フローラ（村井，1957），宮城県の根の白石フローラ

（OKuTsu，1955），福島県の天王寺フローラ（鈴木，1959）

や島根県の伯巻フローラ（TANAI　and　ONoE，1961）など

で示されているように，一般に勲g郷属の化石が豊富に

産している．

　しかし，永井の報告では本浦層からは動8鷹の産出が

認められていなかった．筆者は現在勘g郷属に関連する

問題を研究中であり，本浦層が中新世後期の堆積物であ

るならば，勲g鰐が産出する可能性も考えられることか

ら，本年3月興居島の化石産地を訪れた．しかし，勘g郷
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第2表　松山市高浜・興居島付近地質層序表

　　　　　　　　　　〔永井（1963）による〕
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第2図　化石産地付近露頭柱状図

と思われる化石は1個も採集することができなかった

が，先に永井によって採集された植物化石以外に（加7薦

痂o∂α吻励5HuandCHANEY，五ゆ漁励α7痂o吻oα｝lu

and　CHANEY（F．ノb7規05αηαtype），7享あαP7厩φψon露αENT》o

などの種を新たに採集することができた．

興居島における本浦層の植物化石が含まれている部分

は，第2図に示した通り厚さ数cmの2枚の黒色頁岩の

みで露出範囲も約3mと非常に狭い．その上，その含化

石部は満潮時には海水に洗われる位置にあるため，大き

くえぐられていた．

　したがって，大量に化石を採集することはできなかっ

た．今後も新たな化石産地でも発見されないかぎり，本

浦層のフローラの内容を豊富にすることは困難であろ
う．

今回筆者が採集した化石と，永井によって採集された

化石から本浦層のフローラについて気付いた点を2，3記

してみれば，産出数種はわずかに11種で，その内容は非

常に貧弱であるため多くを述べることはできないが，化

石の産出量においてはZ殿o∂α襯g副（ETT・）（Z3877伽）

が最も多く，全体の約20％を占めている。次いで＠飾麗

肱孟ho75あKRYsHT．（Q。gl側6αtype），7写1毎P70」φψo痂6αENDo，

Cα吻綴55訪6αψ吻劾5TANAI　and　ONoE（C。ブψo物αtype）

の1頃となっている．また，　（～μ676雛nα6ho7漉，石9漉吻励併

5乞n8η3∫5などの暖帯種と，Betulaceae，7魏αP70勿αρoη顔

などの温帯種がほぼ同数の産出量を示していた．しか

し，針葉樹類は1種もみいだされなかった．

　ここで大変興味深いことは，筆者の化石採集とほぼ時

を同じくして，愛媛県西条市立西中学校の高橋和は永井

が採集した植物化石を含む頁岩の花粉分析を行ない，そ

の結果を公表した（高橋，1972）．その報告によると，第

3表に示したような化石が検出され，とくにZ講o砺

石卿ぬ励α7が大量に産出していることが本浦層を特徴

づけていると述べている．さらに（4‘粥郷，槻αなど

　　　第3表本浦層産花粉・胞子化石表

　　　　　　　　　　　　（高橋和，1972にょる）

　Polypodiaceae

　∠4房65sp．

　P∫66αsp。

　P伽％5sp。

　加漱（P）

　Taxodiaceae
　Cαびαsp。

　∠41n㍑5sp。

　B6襯」αsp．

　Cαψ∫π撹5sp。

　Coη1％5sp．

　⑳θ70勝sp．

　Z61んo∂αsp。

　．乙勾漉4αηzわα7sp，

　四1宛sp。

　一乙on乞067αsp。

の広葉樹の花粉も多産するが，花粉分析の結果からも

魚g鷹の存在は認められず，広葉樹類に関していえば大

型（葉）化石と小型（花粉）化石でかなりよく一致した
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結果がえられている．その反面，小型化石ではガ伽5，

P初αなどの針葉樹類が多く検出されているが，大型化

石では先にも述べたようにその産出は見られなかった．

高橋和はこの花粉分析結果から，本浦層を中新世最後期

とした遠藤の考えを肯定し，さらに神戸層群に対比でき

るのではないかと結論している．

　筆者は，本浦層について現在までに公表されている資

料および筆者の採集した植物化石のみからでは地質時代

を推定するには十分とは思えないので，資料が整うまで

その結論はさし控えたい．ただ，本浦層の地質時代を論

ずる上の参考までに次の2点について付け加えておきた

い．

　1．今回興居島で新たにみいだした石卿4伽傭に関

していえば，愛媛県下で五蜘漁励α7声7窺05召襯typeの化

石が温泉郡重信町（旧拝志村）五本松の石鎚層群（中新

世後期～鮮新世前期）　（永井・堀越，1953）および上

浮穴郡面河村杣野の久万層群上部（始新世後期）から産

出が知られている（永井，19561ENDo　and　MoRITA，

1932）．

　2．本浦層からFαg狐の化石が発見されなかったこと

については，現在日本には勲g郷属は北海道南部から本

州・四国・九州にまで温帯林の代表属として広く分布し

ている．過去においては，阿仁合型フローラで代表され

る中新世前期に主として近畿地方から東北地方にかけて

多くその化石が産出する．次いで台島型フローラの中新

世中期に入ると，勲g郷の産出は非常にまれで，秋田県
　うつとう
の打当フローラ（HUZIOKA，1963）や北海道南部の虻羅

フローラ（TANAI　and　SuzuKI，1963）など日本の北部地

方に限られている．しかし，中新世後期以降になると・

勲g郷属の分布はほぼ全国に及び，量的にも豊富に産出

している．従って，本浦層の地質時代を中新世後期とす

ることに問題があるかもしれない．一方，観点を変えて

みれば，本浦層から勲g螂属が産出しなかったことは，

過去における勘g獅属の地理的分布を考察する上の一つ

の手掛りとなろう．

　この小文をまとめるにあたって，愛媛大学の永井浩三

教授からは植物化石に関する資料および当地域の地質層

序について御指導を賜わった．ここに記して謝意を表す

る次第である．

引　用　文献

ENDo，S。and　MoRITA，H。（1932）：Notes　on　the

　　　Genera　Comptoniphyllum　and　Liquidam一

　　　bar。So彦。Rψ．Tohoん％1砂、U痂∂，5猟　2，voL

　　　l5，p，41－53。

HuzIoKA，K．（1963）＝Tゐ6Uむ孟o　FZo7αげNo漁6α5‘襯

　　　πoη5h％。GeoL　surv．Japan80thAm．Mem．

　　　PubL　p。153－216。

村井貞允（1957）；雫石盆地の化石植物群（第1報）一

　　　御所Floraについて一。地質学雑誌．voL

　　　63，p．711－720．

永井浩三（1950）：愛媛県松山付近の地史．第1報，

　　　太山寺山付近の新生代地層．愛媛大学紀要，

　　　第2部．voLl，P・61－67．

　　　　（1956）：石鎚山第三紀層の地質時代と西

　　　部日本古第三紀の古地理．愛媛大学紀要，

　　　第2部。voL2，P・145－154・

　　　（1963）：松山市高浜と興居島の新第三紀層．

　　　愛媛大学紀要，第2部．D，v・L4，P・1－7・

　　　　・堀越和衛（1953）：愛媛県伊予郡砥部町

　　　付近の第三紀層．愛媛大学紀要，第2部．

　　　voL1，P。443－454．

OKuTsu，　H。　（1955）：　On　the　Stratigra，phy　and

　　　Paleobotany　of　the　Cenozoic　Pla，nt　Beds

　　　of　the　Sendai　Area，S6乞．Rψ．乃ho肋Uη乞∂。

　　　567．2，voL26，P。1－114．

鈴木敬治（1959）：古植物生態学の諸問題一天王寺

　　　植物群とその古植物生態学的研究一．地団

　　　研専報．no・9，48P・

高橋　和（1972）：愛媛の新生代層の花粉化石の研

　　　究一興居島層群の花粉分析一．地学研究．

　　　voL23，P．49－52．

TANAI，T．（1961）：Neogene　Floral　Change　in　Japan・

　　　」・蹴伽．S・♂。π・んん幽・U吻。567。4，voL11，

　　　　p。119－398．

　　　　and　ONoE，T．（1961）＝。4ハ4づo－Pl乞oo6n6

　　　　FZ・7ψ・瞬h6翫9ク・・孟・9紐繊・n渉h6β・吻

　　　　66勘66η　To甜oπ　観4　0んのノαη観　P7⑳6彪76，

　　　　」ψαn．GeoL　Surv。Japan　Report　no，187，

　　　　62P．
　　　　駄nd　SuzuKI，N．（1963）：ハ疵066π6FJo楓5qブ

　　　　So麗h膨吻7ηπo盈漉40，／α御η．GeoL　Surv．

　　　Japan80th　Am．Mem．PubL　P・9－149・

一一　　and一一一一一一（1965）：加」・乃吻ηFl・郷

　　　ノンoη～ハ石oπh6α謡877z　Hoんん漉40ラ」ψαn・Palaeont，

　　　　Soci．Japan，Special　Paper　no。10ラ117p。

25一（417）




